
ツマジロクサヨトウ防除・効率的な飼料生産につ
いて～生産現場に向けた防除技術情報の提供～
飼料生産マニュアル(改訂版)の概要：JRA（日本中央競馬会特別振興資金助

成事業）「令和２年度「飼料生産におけるツマジロクサヨトウ対策事業」の
助成を受け、2021年3月末日に宮崎大学から発行されたものです。

飼料生産マニュアル
（改訂版）表紙

令和元年７月に、わが国で初めて鹿児島県で侵入が確認
されたツマジロクサヨトウは、令和2年11月現在では、
九州沖縄地方から北海道までの42道府県、計12品目にそ

の侵入が拡大しました。本事業では、安心・安定的な飼
料生産の実現に向け、海外情報や国内の被害実態などの
緊急調査の結果や、飼料生産における本害虫の効果的防
除法など、必要な知見を収集・整理した飼料生産マニュ
アル（第1版）について、令和２年度はその有効性を検

証・確認し、本害虫の防除法にかかわる補強データを新
たに加えました。さらに、令和３年1月21日には「飼料
生産とツマジロクサヨトウシンポジウム」を、宮崎大学
からのOn line会議によって開催し、国内の飼料生産技術

者向けに既発生地域における対応策等の情報を提供する
とともに、生産現場における情報を討議した結果を本改
訂版に反映させ、農業現場に提供することを目的として、
発行されたものです。

令和３年度JRA畜産振興事業に関する調査研究発表会（2021年12月1日）
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飼料生産マニュアル(改訂版)の概要

目次

はじめに
ツマジロクサヨトウの見分け方と飼料用トウモロコシでの被害の出方
海外でのツマジロクサヨトウの状況と国内における発生状況
飼料用トウモロコシ圃場での被害発生とツマジロクサヨトウの加害生態
飼料用トウモロコシでの農薬を利用した防除
細断型ロールベーラによる未熟な飼料用トウモロコシの収穫・サイレージ
調製法
未熟な飼料用トウモロコシの飼料利用における留意点
将来的なツマジロクサヨトウ防除技術の研究開発
飼料作物栽培上の一般的な留意点
さいごに
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効率的な飼料生産に関わる部分を主にご説明します。
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生産者向けポスター（３種）の紹介
生産者向けポスター（３種)の概要：本JRA事業の助成を受け，所内での掲示に
適した生産者向けポスターが2020年1月末日に宮崎大学から発行されました。

その1：早期発見

筋状の加害痕をできるだ
け早く発見し、適期での
薬剤散布を実施します。

被害の特徴として、
古い加害痕がある場合、
芯に潜り込み加害を続け
ることが多く、１つの株
には、ふつう、幼虫１頭
のみです。

ツマジロクサヨトウの特
徴（頭部のY字模様）を
確認してください。

令和３年度JRA畜産振興事業に関する調査研究発表会（2021年12月1日）

ツマジロクサヨトウ対策について：農林水産省 (maff.go.jp) 3

https://www.maff.go.jp/j/chikusan/sinko/lin/l_siryo/tsumajirotaisaku.html


5.飼料用トウモロコシでの農薬を利用した防除

令和３年度JRA畜産振興事業に関する調査研究発表会（2021年12月1日）

幼虫が継続して発生する場合総使用回数の範囲内で、防除を複数回行う方が
被害を軽減できると考えられる。

・防除に使用できる農薬
は、農水省Webサイトの
｢ツマジロクサヨトウに
登録のある農薬一覧｣に
掲載されていますので、
必ず確認してください。
・2020年に熊本県内で
行った試験では、7月下
旬播種飼料用トウモロ
コシ圃場で防除しな
かった場合、乾物収量
が2割近く低下しました。

18 19

・散布2日後では、薬剤散
布区で密度が半分以下。

・散布6日後では、若齢幼
虫が多く発生し、効果の
持続性は長くないと考え
られる。
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生産者向けポスター（３種）の紹介

その２：早期防除

ツマジロクサヨトウは
とうもろこしの芯の部
分に潜っています。農
薬はとうもろこしの上
部から中心部に届くよ
うに散布します。

１～２齢期の幼虫で芯
に潜る前が殺虫剤散布
には効果的。

防除に使用できる農薬
一覧。

栽培上の注意や天敵利
用、ドリフト防止。

令和３年度JRA畜産振興事業に関する調査研究発表会（2021年12月1日）

生産者向けポスターの概要：本JRA事業の助成を受け，所内での掲示に適した
生産者向けポスター（改訂版）が2021年4月に宮崎大学から公表されました。

URL: 96c1379a3aee4b91db7ae9ece1a16c05470bac4d.pdf (miyazaki-u.ac.jp) 5

http://www.miyazaki-u.ac.jp/ags/bunner/96c1379a3aee4b91db7ae9ece1a16c05470bac4d.pdf


6.細断型ロールベーラによる未熟な飼料用トウ
モロコシの収穫・サイレージ調製

令和３年度JRA畜産振興事業に関する調査研究発表会（2021年12月1日）

・未熟な飼料用トウ
モロコシを細断型
ロールベーラで収
穫・調製する場合、
水分が高いため、
留意して作業して
ください。

・通常の作業期に比べ
作業性が低下します。

22 23

・雌穂が出る前で、草
丈150cm未満の非常
に若い時期の作業性
は大きく低下します。

ロールベール作成時の注意事項
・ネット張力・梱包圧はちぎれ
ない程度にできるだけ強くする
・ネット巻き数は普段の3倍に

・成型後は速やかにラップ
・ラッピングマシンにロー
ルを乗せる際は別途グリッ
パを準備し持ち上げ

・作業中は落下事故の恐れが
あるため不用意に近づかない
・貯蔵中に変形する可能性が
あるので、ロールは平積みに
して保存
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生産者向けポスター（３種）の紹介

その３：早期刈取り

細断型ロールベーラで収
穫する場合の留意点がま
とめられています

なお、バンカーサイロ、
スタックサイロでは排汁
が流れ出るので、サイ
レージ調製に特別な心配
は不要です

硝酸態窒素が高い場合が
あるので、分析すること
が望ましいです

令和３年度JRA畜産振興事業に関する調査研究発表会（2021年12月1日）

生産者向けポスターの概要：本JRA事業の助成を受け，所内での掲示に適した
生産者向けポスター（改訂版）が2021年4月に宮崎大学から公表されました。

URL: 96c1379a3aee4b91db7ae9ece1a16c05470bac4d.pdf (miyazaki-u.ac.jp) 7

http://www.miyazaki-u.ac.jp/ags/bunner/96c1379a3aee4b91db7ae9ece1a16c05470bac4d.pdf


7.未熟な飼料用トウモロコシの飼料利用におけ
る留意点

令和３年度JRA畜産振興事業に関する調査研究発表会（2021年12月1日）

３.保存期間とサイレージの成分・
発酵品質

・飼料成分・発酵品質には問題
ありません

25＆26から

・ただし硝酸態窒素が高めの場
合があります

○保存期間が約1年の場合
・保存期間40日の場合と比べて
栄養価が低下する

・発酵品質が低下する場合があ
る

→長期保存はせず、早めに給与
しましょう

生育ステージ 保存期間 栄養価
(TDN (%DM))

発酵品質
(V-score)

草高100～150 cm 40日 58.0 97

絹糸抽出直前 40日 61.6 93

1年 54.9 88

絹糸抽出期 40日 63.5 96

1年 58.4 96

水熟期 1年 57.8 72

表7－1，2．未熟なトウモロコシサイレージの栄養価・発酵品質

TDN: 可消化養分総量, V-score: 80以上が品質良、80～60が可、60以下が不良

［農研機構九州沖縄農業研究センターによる調査結果］

→飼料成分や硝酸態窒素の分析
をした上で、給与量や給与対
象家畜を決定してください

○保存期間が40日の場合
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8.将来的なツマジロクサヨトウ防除技術の研究開発
令和３年度JRA畜産振興事業に関する調査研究発表会（2021年12月1日）

将来、画像データの蓄積によって、人工知能による食
害の有無を自動判定することも可能になるでしょう。

・目視での見回りに加え、
ドローンを用いた空撮
によって広域における
被害の有無を短時間で
把握できます。

・高度10mから撮影した画
像から、幼虫による食痕
および葉上の糞を確認す
ることができます。

31

32

・ただし、1画像80m2を
カバー。

・目視による見回りの補
助ツールになりえる。

・1ha圃場では、高度30mか
らの空撮により15分程度で
全面をカバーする画像を撮
影できます。

・画像の合成と解析で、被害
発見・防除後の圃場全体の
生育状況をモニタリングで
きます。

1）空撮による被害状況調査
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8.将来的なツマジロクサヨトウ防除技術の研究開発
令和３年度JRA畜産振興事業に関する調査研究発表会（2021年12月1日）

食害の発生が確認された場合、殺虫剤散布が可能な幼苗期もしくは
5-6葉期の散布適期における適切な防除が必須と考えられます。

・ツマジロクサヨトウの食害

を模擬した剪葉処理。
⇒食害後の殺虫剤処理により、
その後の虫害が発生しな
かった場合の生育や収量へ
の影響を検討しました。

・普通期春（5月上旬）播
きでは、TH1、TH2とも
に雌穂重比率低下、乾
物重30％低下。

・1期作（3月中旬）播きで
は、TH1で雌穂重比率低
下、全乾物重15％低下。

・TH1：幼苗期の1-3,4葉を剪葉。
・TH2：除草剤散布期に、最上

位展開葉とそれ以上の未展開
葉を全て切除。

・Lime：この生育時期に、苦

土石灰を未展開葉の芯部に
1g/株施用。

・2期作（8月上旬）播きで
は、TH2で収量低下、雌穂
重比率への影響なし。

2）飼料用トウモロコシの生育段階別剪葉処理が生育

および乾物収量に及ぼす影響

33

・Limeの影響は、3作ともなし。
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虫害軽減のための飼料用トウモロコシ栽培

図. 虫害を受けたトウモロコシ（2021年9月7日観測） 11

図. 虫害からの回復（2021年9月25日観測）

9月1日に成長点（芯部）の葉身に
苦土石灰1.5 g/株を散布（処理）



さいごに

ツマジロクサヨトウらしき虫を見つけた場合には、お近くの病害虫防除所や
普及指導センターに連絡をお願いいたします。

ここで紹介しました飼料生産
マニュアル（第1版、改訂
版）、生産者向けポスター3

種は、宮崎大学に残部がござ
います。必要の場合には、ご
連絡のほどお願い申上げます。

（宮崎大学・令和２年度「飼料生産におけるツマジロクサヨトウ対策事業」事務局）
（国立大学法人）宮崎大学農学部 畜産草地科学科 石井 康之

TEL: 0985-58-7251，Email: yishii@cc.miyazaki-u.ac.jp

宮崎大学農学部 植物生産環境科学科 大野 和朗
TEL: 0985-58-7578，Email: ohnok@cc.miyazaki-u.ac.jp

【ツマジロクサヨトウに関する情報，農林水産省】

令和３年度JRA畜産振興事業に関する調査研究発表会（2021年12月1日）
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